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平成26年12月次 月次概況（速報）のお知らせ 

 

平成26年12月次の当社グループの月次概況（連結ベース）を下記のとおりお知らせいたします。なお、営業収益及

び外国為替取引預り証拠金は速報値であるため、決算発表時の数値と異なる場合があります。 

 

記 

年 月 
平成 25 年 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

営業収益 

（単位：百万円） 
639 531 333 565 514 490 417 385 376 361 372 408 

外国為替取引高 

（単位：百万通貨単位） 
225,359 231,130 146,144 193,096 185,542 216,211 155,483 117,466 97,846 99,448 90,408 102,966 

顧客口座数 

（単位：口座） 
210,010 212,103 213,850 216,178 218,537 220,361 222,432 224,281 225,986 227,731 229,204 230,717 

外国為替取引預り証拠金 

（単位：百万円） 
42,139 40,774 39,321 41,940 42,801 42,327 42,886 43,202 43,229 43,755 44,179 43,797 

 

年 月 
平成 26 年 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

営業収益 

（単位：百万円） 
513 435 416 345 320 303 346 313 507 581 512 523 

外国為替取引高 

（単位：百万通貨単位） 
141,934 116,780 99,614 80,006 66,673 53,476 52,025 61,788 121,116 146,935 172,500 180,985 

顧客口座数 

（単位：口座） 
232,518 234,192 235,807 237,340 238,815 240,435 242,160 243,854 245,880 247,587 249,193 251,189 

外国為替取引預り証拠金 

（単位：百万円） 
44,144 44,250 44,348 44,177 44,098 44,561 45,128 45,214 45,649 46,290 46,008 47,359 

（注）１．外国為替取引高は、顧客との相対取引による通貨毎の取引高を原通貨単位のまま合計したものであり、円換算は行っておりません。 

２．顧客口座数及び外国為替取引預り証拠金は、それぞれ月末時点の口座数及び残高であります。 

３．平成20年５月より代用有価証券の取扱いサービスを開始し、外国為替証拠金取引に使用できる代用有価証券の預り残高が発生して

おりますが、現時点では外国為替取引預り証拠金の残高と比べ重要性が小さいため記載を省略しております。 

４．平成20年６月から平成25年２月まで外国為替証拠金取引システムのホワイトラベル提供に伴う実績数値が発生しており、当該数値

を以下のとおり取り扱っております。 

(1）営業収益       ：ホワイトラベル提供に伴うトレーディング収益を含めて表示しております。なお、当該収益の会計処

理は、当社グループ会社をカウンターパーティとする外国為替取引に係るトレーディング収益を営業

収益として全額計上した上で、当社グループ会社からホワイトラベル提供先に対して支払うべき外国

為替取引に係る手数料を販売費・一般管理費に計上する方法によっております。なお、ホワイトラベ

ル提供に伴うトレーディング収益と当社グループ顧客との外国為替証拠金取引に伴うトレーディング

収益を区分することができないためこれらを区分しておりません。 

(2）外国為替取引高    ：ホワイトラベル提供に伴い発生する当社グループ会社をカバー取引先とする外国為替取引を含めて表

示しております。なお、当該取引高は提供先の重要情報に該当するため区分して表示しておりません。 

(3）顧客口座数      ：ホワイトラベル提供に伴う口座数は含まれておりません。 

(4）外国為替取引預り証拠金：ホワイトラベル提供に伴い発生する当社グループ会社がカバー取引先として受け入れる預り証拠金を

含めて表示しております。なお、当該金額は提供先の重要情報に該当するため区分して表示しており

ません。 



５．平成21年７月から平成26年10月まで株式会社大阪取引所の開設する取引所外国為替証拠金取引（愛称「大証ＦＸ」）のマーケットメ

イカーとしての業務を行っており、大証ＦＸにおける取引高及びこれに伴うトレーディング収益はそれぞれ「外国為替取引高」及

び「営業収益」に含めて表示しております。 

６．平成23年８月より差金決済取引（ＣＦＤ）の取扱いを開始しており、ＣＦＤにおける預り証拠金、取引高（原取引単位を米ドルに

換算）及びこれに伴うトレーディング収益はそれぞれ「外国為替取引預り証拠金」、「外国為替取引高」及び「営業収益」に含めて

表示しております。 

 

 

＜12 月次の概況＞ 

12月の外国為替市場は、米ドル／円については、１ドル＝118円台後半で取引が始まり、堅調な米国各種経済指標

や日本国債の格下げ等を背景に円売りドル買いが進行し一時121円台後半まで値を上げたものの、その後は原油価格

の下落を背景とする米株価の大幅下落やロシアルーブルの暴落からリスク回避の円買いドル売りが進展し115円台半

ばまで値を下げました。しかし12月17日のＦＯＭＣ後のＦＲＢ議長会見を受け米国金利が上昇すると再び円売りドル

買いが進行し、下旬は120円を挟んだレンジで推移した後、119円台後半で月末を迎えました。米ドル／円の変動率は、

月間の値幅が６円台前半と大きく動いたことから前月に引き続き高い水準を維持しました。また、米ドル／円以外の

主要な取扱い通貨である欧州・オセアニア通貨についても、円に対する値動きは区々であるものの変動率は比較的高

い水準となり、米ドル／円を含めた全体としての変動率は前月、前々月の水準を上回る水準となりました。 

このような状況の中、外国為替取引高は、米ドル／円が前月から更に高値を更新したことにより米ドル／円の取引

がとりわけ増加し、前月比約５％増加の1,809億通貨単位となりました。一方、営業収益は、前月に続き高い変動率

を背景とするインターバンクでのスプレッド拡大によるカバー効率の低下に加え、相対的に取引高当たり収益性の低

い米ドル／円の取引高が前月と比べ更に増加したこと等により前月の低い取引高当たり収益性が継続したことから

前月比約２％増加の523百万円となりました。また、顧客基盤については、顧客口座数は前月比1,996口座増加の

251,189口座と堅調に推移した一方、外国為替取引預り証拠金は顧客の主要外貨のロングポジション（買建の建玉）

が増加したことにより前月比1,351百万円増加の47,359百万円となりました。 

 

以 上 


